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様式第２号（第９条関係） 

会 議 録 

会議の名称 令和７年度第３回ふじみ野市社会教育委員会議 

開催日時 
令和７年１０月３日（金） 開会時刻 午前 ９時１５分 

閉会時刻 午前１０時４５分 

開催場所 ふじみ野市役所 本庁舎 ５階 Ａ大会議室 

出席した者の

氏名 

（委員１５人

中１１人出席） 

役職名 氏名 役職名 氏名 

議 長 齊 藤   宏 委 員 小 澤 真 樹 

委 員 山 口 ゆかり 
上福岡歴史民俗資

料館（館長） 
井 上 樹 朗 

委 員 千 葉   信 
上福岡歴史民俗資

料館（学芸係長） 
田 中 桃 子 

委 員 石 川 健 一 事務局(課長) 木 村 裕 之 

委 員 今 井 志 子 
事務局(副課長 

兼文化財保護係主査) 
鍋 島 直 久 

委 員 宮 下 宏 樹 
事務局(副主幹 

兼地域学び係主査) 
松 原 秀 洋 

委 員 渡 邊 裕 介 事務局(社会教育係長) 笠 掛 裕 子 

委 員 長谷川 節 子 事務局(地域学び係長) 松 島 弘 泰 

委 員 岩 舘   豊 事務局(社会教育係主任) 近 藤 彩 香 

委 員 矢尾板 俊 平   

会議の議題 

１ 審議事項 

（１）ふじみ野市立博物館運営方針について 

（２）ふじみ野市立博物館ロゴの選定について 

（３）ふじみ野市博物館運営協議会委員について 

２ 情報交換 

３ その他 

 

会議の公開又は非公開の別 公開 

会議の非公開の理由  

傍聴人の数  ２人 

発言の内容 別紙「発言の要旨」のとおり 

会議資料 別添のとおり 

事務局 教育部 社会教育課 

議事の確定 確定年月日 令和７年１０月１７日 

記名押印 
役職名 

  議 長  齊 藤  宏  ○印  
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別紙  

発言者 発言の要旨 

事務局 

（鍋島副課

長） 

 

 

事務局 

（木村課長） 

 

齊藤議長 

 

 

事務局 

（笠掛係長） 

 

齊藤議長 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

 

 

 

 

齊藤議長 

 

 

今井委員 

 

資料館 

（田中係長） 

 

 

矢尾板委員 

 

 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

開会の挨拶 

・出席者１１名、欠席者３名で会議成立の報告 

・傍聴者２名の報告 

 

 

故・大久保委員の逝去について報告 

 

 

１ 開会 

開会にあたって挨拶 

 

事前及び当日配付資料の確認 

 

 

２ 議事 

（１）ふじみ野市立博物館運営方針について 

 

来年９月のふじみ野市立博物館の開館に向け、現在改修工事に着工中。今

後の利用方法について検討していくため、現時点の報告をさせていただく。 

・当日配付資料（パース図）に基づき館内の区割り等について説明。 

・資料１に基づき運営指針（開館日、休館日、開館時間、入館料、博物館協

議会（仮称）の構成団体・人数等）について説明。 

 

 

議事進行 

質疑応答 

 

パース図に示された収蔵スペースで足りているのか。 

 

別棟にある文化財整理室を合わせて足りるよう想定している。元々図書

館の収蔵庫だったスペースを移動式書架とすることで収蔵量アップを図っ

ているが、収蔵品は増えていくため、検討課題は残っている。 

 

開館時間については、市が施設をどのように位置付けていくのか、方針に

よって異なる。利用者の層や利用率の狙いを踏まえて検討する必要がある。  

入館料については、通常展示の設定、特別展示の設定等、段階的な設定の

検討が必要。 

 

開館時間については、学生の利用等を考えると１７時閉館には課題があ

るため、時間を長くすることついても検討していく。 

入館料については、館内のエリアや年齢で区別する等検討していく。 
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発言者 発言の要旨 

 

石川委員 

 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

 

今井委員 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

岩舘委員 

 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

 

長谷川委員 

 

 

千葉委員 

 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

 

 

 

千葉委員 

 

資料館 

（田中係長） 

 

千葉委員 

 

 

 

これまで、上福岡歴史民俗資料館、大井郷土資料館ともに市民の研究や活

動の場になっていた。これからどのように利用してもらうと考えているの

か。 

 

 これからも市民の活動拠点としていただきたいと思っている。しかし上

福岡地域から距離が離れてしまうことについては、市全体として交通の整

備等検討が必要。 

 

 誰もが気軽に入館するには無料とするのが良いのではないか。特別展等

も何度も足を運ぶことで更に興味を持ってもらえるのでは。 

 

 基本的には博物館の入館料は無料にするようにという法律もある。今回

いただいたご意見も合わせ、検討を進める。 

 

 立地的に支所や図書館、文化施設、大学が集合している。単館としての運

営方針だけでなく、集積効果を生かした形で考えられると地域として人が

集まるのではないか。 

 

 例えば、周辺施設の職員が博物館協議会（仮称）の委員に入っていただく

など、そういったことでまとまりを作り上げていけるのではないかと考え

ている。その際はご協力願いたい。 

 

 地域で長らく活躍されてきた方が一番よく分かっている。その方々の意

見を伺うことで方針を考えやすくなるのではないか。 

 

 今後の方針を教育委員会で決定していく中で、また社会教育委員会議に

報告があるのか。それは今年度中なのか。新しい社会教育委員に出すものな

のか。 

 

 本日資料でお示しできなかった運営指針についても可能な限りご意見を

取り入れていく。今年度中は難しいが、今の方々にいただいたものを引き継

ぎ、新しい方々で固め、今後の社会教育委員会議でもお伝えしていきたい。 

市の社会教育施設として、できるだけ幅広い方からの意見を取り入れて

いきたいと考えている。 

 

博物館の運営は職員が行うのか。 

 

 指定管理者ではなく、職員が行っていく。 

 

 

 今年度中に現在の社会教育委員会議で審議する必要があるのではない

か。 
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発言者 発言の要旨 

資料館 

（田中係長） 

 

千葉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齊藤議長 

 

 

齊藤議長 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

齊藤議長 

 

千葉委員 

 

資料館 

（田中係長） 

 

千葉委員 

 

石川委員 

 

今井委員 

 

宮下委員 

 

渡邊委員 

 

長谷川委員 

 

岩舘委員 

 

 

 社会教育課と調整させていただきたい。 

 

 

 上福岡歴史民俗資料館の閉館を決定した際、我々の意見を聞いたか。資料

館を拠点に活動している上福岡歴史民俗資料館友の会の古文書部会、機織

り部会は活動場所がなくなってしまう。機織り部会は駒西小学校の教室を

借りることになった。古文書部会も福岡小学校の一室をお借りする案があ

ったが、活動日が土曜日で学校が閉まっているため警備上の問題などがあ

り、有料の公共施設等に移っていくしかないと考えている。そういった状況

で江戸屋が今後の活動の拠点になるのではないかと以前の会議でも聞いた

が、当分そうではないようなので、活動場所が急になくなってしまった。今

後協議していく中で良いものにしていってほしいと思う。 

 

 博物館のメインコンセプトを強く打ち出す必要がある。それが見えてこ

ないため、これからでもいいのでよく検討して進めてほしい。 

 

２ 議事 

（２）ふじみ野市立博物館ロゴの選定について 

 

 資料２に基づき、博物館のロゴマークの選定方法、デザイン案、活用方法、

投票結果などについて説明。 

 

 提示されたロゴマーク案について、ご意見を伺いたい。 

 

 この案はデザイナーが作成したものか。 

 

 全て大日本印刷が作成した案である。 

 

 

 １番が良い。 

 

 ３番が良い。 

 

 ４番が良い。３番は他にも似たロゴがありそう。 

 

 ３番が良い。 

 

 ２番が良い。キャッチ―で印象に残る。 

 

 ２番が良い。 

 

 １番が良い。新しい社会教育施設のシンボルになる。どのデザインでもシ

ンボルに込められた意味が大事。 
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発言者 発言の要旨 

矢尾板委員 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

 

小澤委員 

 

齊藤議長 

 

 

小澤委員 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

 

 

小澤委員 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

齊藤議長 

 

 

資料館 

（田中係長） 

 

矢尾板委員 

 

 

事務局 

（鍋島副課

長） 

 

小澤委員 

 

 

矢尾板委員 

 

 ２番が良い。マークはシンプルな方が良い。文字も合わせて色合いが入っ

ていて優しい印象。 

 

 現時点ではロゴマークを決めるため、文字は今後調整が入る可能性があ

る。 

 

 

 ２番が良い。文字との組み合わせも見て印象的であった。 

 

 １番が良い。最初は２番が良いと思ったが、活用例などをみて１番が良い

のではないかと思った。 

 

 投票場所が小学校、中学校、大井総合支所、ステラ・ウェストだけなのは

なぜか。 

 

 タブレットを使用して子どもたちの意見を収集するため、また中学生に

は博物館に期待することを合わせてアンケート調査するため、小・中学校に

て投票を行った。周辺施設で投票を行ったことについては、今後の一体的な

まとまりを狙った。 

 

 全市から来てほしいと思うのであれば、投票場所が少なかったのではな

いか。 

 

 当初は小学校と中学校にて投票を行う予定であった。大井総合支所、ステ

ラ・ウェスト以外にも候補場所はあったが、上記２か所となった。 

  

 コンセプトをどこに重点を置くのか。それにより選ばれるロゴも変わっ

てくる。投票数から選ぶのは適さないのではないか。 

 

 本日いただいたご意見を踏まえ、事務局でも検討していく。 

 

 

ロゴマークは単なるマークではなく、ブランドの体現である。何をしたい

のか、コンセプトを体現するよう検討する必要がある。 

 

議事進行 

３ 情報交換 

 

 

・個人的に今年４月から取り組みを始めたつながり場の活動についての状

況報告 

 

・学部３年生が地域の現場に入って活動させていただく実習を行っている。 

・来年度博物館が開館した際には、地域づくりと公共施設という関連から学
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発言者 発言の要旨 

 

 

岩舘委員 

 

長谷川委員 

 

 

 

 

 

渡邊委員 

 

 

 

 

宮下委員 

 

 

 

 

 

今井委員 

 

石川委員 

 

 

千葉委員 

 

 

山口委員 

 

 

齊藤議長 

 

 

長谷川委員 

 

 

 

事務局 

（鍋島副課

長） 

 

事務局 

生が関わることができたらと考えている。 

 

・資料「火工廠プロジェクト」について情報提供。 

 

・学校卒業後の子どもを抱える親の悩みとして、ひきこもりや仕事に行けな

いなどがある。親から悩みを聞き、市の臨床心理士やカウンセラーに繋げて

いる。社会教育の分野で言うと社会教育主事など、そういった資格を持って

いる方がどこにいて、どんな活動をしているのか、繋げるネットワークを共

有してほしい。 

 

・ＰＴＡ連合会では、入間地区のＰＴＡ情報交換会にも参加している。広報

誌コンクールのブラッシュアップについて話し合われた。 

・１１月５日に入間地区ＰＴＡ連合会にて役員研修会を実施。 

・１１月１０日に市のＰＴＡとして情報交換会を実施。 

 

・ステラ・イーストのホール棟が開館し、１１月中旬にイースト、ウェスト

のホールで市内小中学校の音楽会を実施する。 

・上野台小の現状として、外国籍児童の転入が非常に増えている。言葉や風

習の壁があり、対応していくために人的資源をはじめとして様々な課題が

ある。 

 

・配付資料「人権を考える集い」について情報提供。 

 

・入間地区社会教育協議会「社会教育委員研修」について情報提供。 

・配付資料「ロードレース大会」について情報提供。 

 

・配付資料「教科書では分からない登呂遺跡（上福岡歴史民俗資料館友の会

学習講座）」について情報提供。 

 

・参加している人形劇サークルの活動、図書館ボランティアとしての活動に

ついて状況報告。 

 

・配付資料に基づき、社会教育委員会議常設専門委員会について状況報告。 

（７月２９日第１回専門委員会資料（更新版）） 

 

・平和祈念フェスティバルについて、広報の方法について今後検討してほし

い。市報での取り上げが小さく、多くの人に来てもらえないのではないか。 

 

 

議事進行 

４ その他 

 

 

・資料３に基づき活動予定について説明。 
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発言者 発言の要旨 

（笠掛係長） 

 

事務局 

（鍋島副課

長） 

・次回会議について 

 

 

閉会の挨拶 

 


